




要約:小児科の分娩前のカウンセリングの状況、新生児の管理方法およひ母乳保育につい

てアンケート調査を行った。その結果、産婦人科医の 50%以上の医師がそれらのカウンセ

リングの経験を持つが、小児科医は約 10%程度であった。管理については、約半数が一般

新生児と同様の管理をしていた。その他は、奇形のチェックリストや薬物血中濃度測定に

よる管理の報告であった。新生児離脱症候群のチェックリストを利用している施設は 6施

設のみであった。自由記載のところで、薬物の乳汁中濃度および児の薬物血中濃度測定の

健康保険適応を望む声があった。母乳保育については、てんかんの母親では産婦人科医も

小児科医も約 40%が原則的に可能としていた。精神病の母親については、約 30%であった。

しかし、問題点は同じ文献を記載された医師が母乳保育について同じ結論にしていなかっ

た点であった。


